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AM-715の 臨床的検討

上田聡一郎 ・後東 俊博 ・滝下 佳寛.吉 本 幸子

亀岡 陽子 ・六浦 聖二 ・螺良 英郎

徳島大学医学部第三内科

内科領城で経験 した尿路および呼吸器感染症20例 に合成抗菌剤AM-715を 経 口投与し,臨 床効果,

細菌学的効果および副作用 と血液,肝,腎 機能におよぼす影響について検討 した結果,以 下の成績を

得 た。

1)効 果判定 の対象 とな った尿路感染症8例 中総合効果判定 で著効4例,有 効4例 の成績を得,無

効例 はなか った。

2)効 果判定 の対象 とな った呼吸器感染症4例 中,著 効1例,有 効1例,無 効2例 の結果 を得た。

3)投 与全症例 中効果判定 の対象 とな った12例 で著効5例(42%),有 効5例(42%),無 効2例(17%)

で あ り有効率は83%で あった。

4)副 作用に関 しては19例 中2例(11%)に 上腹部痛,軟 便 を認めたがいずれ も軽度 であ り投薬続行

可能 あるいは減量 によ り速やかに改善 した。検査所 見上,確 実に本 剤によると思 われ る検査値の変動

は な く,投 与前既 に存在 した肝.腎 機能障害や基礎疾患 に対 して何 ら悪影響 をおよぼす ことはなく安

全性 に富む薬剤 と考 えられた。

は じ め に

Quinolinecarboxyllc acid誘 導 体 で あ る新 しい合 成 抗

菌 剤AM-715(1-ethyl-6-Huoro-1,4-dihydro-4-oxo-7-

(1-piperazinyl)-3-quinolinecarboxylic acid)(Fig.1)は,

幅 広 い抗 菌 スペ ク トラ ム を 示 し,特 に緑 膿 菌 を含 む グ

ラ ム陰 性 桿 菌 に 対 し て の 抗 菌 力 が強 力 で あ る こ とや,

nalidixic acid耐 性 の大 腸 菌 に 対 し交 叉 しな い こ とな ど

が特 長 として 挙 げ られ る1)。

内科 領 域 で経 験 した尿 路 感 染症 例 お よび 呼 吸器 感 染 症

例 につ い て本 剤 の 臨床 効 果 を検 討 した結 果 を報 告 す る。

対象および方法

対 象は徳島大学 医学部第三内科 の入院患者 および外来

受診患者の うち感染症状 を有す る男性5例,女 性15例 の

計20例 である(Table 1,入 院3例,外 来17例)。20例 中9

例 は以下の基礎疾患 を有 している。 膠原病5例(RA2

例,PSS2例,PM1例),慢 性 腎炎2例,ネ フローゼ症

候群1例,脳 血管障害1例 。膠原病5例 の うち3例(症

例3,4,5)に は副腎皮質 ステロイ ド剤(prednisolone)が

維持療法 として5mg～7.5mg/日 長期 にわ た り使用 され

て いる。

感染症の部位別 には,尿 路感染症状 を有す るもの14例,

呼吸器感染症状 を示 したもの6例 であるが,結 果的 には

前者の うち6例,後 者 の うち2例 は種 々の理 由で効果判

Fig. 1 Chemical structurs of AM- 715

定 よ り除外 された。

原因菌の検索は全例 に施行 し,尿 路感染症例からは,

E.coli,S.faecalis,S.aureus,S.epidermidis,Proteus

等 が多 く検出 されたが,呼 吸器感染症例 においては原因

菌を明確 にし得た症例 は少なかった。

AM-7l5の 投与 はすべて経 口的に行い,一 日量200mg

～400mgを 原則 として7日 間投与 した。 総投与量は最

小1,400mgか ら最大5,600mgに わた った。

効果の判定 は,尿 路感染症 においては,UTI薬 効評

価基準2)に 従い,著 効,有 効,無 効 の3段 階で判定し,

呼吸器感 染症 については,自 覚症状,他 覚所見,胸 部X

線所見,細 菌学的検査所 見を指標 として総合的に判断し,

急性期の諸症状,所 見が3日 以内 に著るしく改善 したも

の を著効,こ れ らが1週 間以内 に改善 した ものを有効と

し,そ れ以外の改善遅延例や不変例,増 悪例を無効とし
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Table 1 Results of clinical trial with AM- 715 (1)

Table 1 Results of clinical trial with AM- 715 (2)

++:  excellent + : moderate - : poor
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of AM- 715

B: before A: after

た。

副作用 に関 しては,自 ・他覚症状,所 見 に加 えて一般

血液像,血 清transaminase,BUN,ク レアチニンな どに

つ いて本 剤投与前後で可能 な限 り検査 し,本 剤が造血臓

器,肝 機能,腎 機能 におよぼす影響 をみた。

成 績

尿路感 染症:急 性尿路感 染症状 を呈 した14例(Table 1

症例1～14)に 本剤 を投与 したが,う ち6例 は種々の理 由

で効果判定 か ら除外 された(症 例3:ト リコモナ ス症,症

例4,5,10,13:感 染症状 を示 した ものの尿中菌 数がい

ずれ も1×103 cells/mlで あ り尿路感染症 としての確定診

断 が下 し得なかったため,症 例7:投 薬後の追跡不能例)。

効果判定の対象 となった8例 はすべて急性単純性膀胱 炎

例 であ り効果判定 の結果,著 効4,有 効4で 有効率100

%を 示 した。4例 が有効 と判定 されたのはいずれ も尿路

感染症状や膿尿 は消失,改 善 したにもかかわ らず,本 剤

投与後の尿 中細菌 が消失 には至 らなかつたためである。

細菌学的には,E.coli,S.coli,S.dpidermidisはすべて消 失 した

が,S.aureus,S.faecalisは 一部残存 した。

呼吸器感染症:呼 吸器感染症状 を有する6例(Table 1,

症例15～20)に 本剤 に投 与 したが,症 例15は後に喀痰中

より結核菌が検出 されたため,ま た症例20は マイコプラ

スマ肺炎 と診断 されたため効果判定から除外 した。効果

判定の対象 とな った4例 は気管支拡張症例1例,慢 性気

管支炎の急性増悪例3例 であったが,原 因菌の検索にお

いて症例18か らのみ喀痰中S.zureus,P.morganiiが 検

出 されたが,他 の3例 か らは常在菌 のみ検出された。効

果判定 の結果,気 管支拡張症の症例16と 症例19は本剤に

より何 ら改善が認め られず無効 と判定 されたが,症 例71

および症例18は それぞれ有効,著 効 と判定 され有 効率

50%で あ った。

以上,効 果覇定の対象 となった尿路お よび呼吸器感染

症例12例 中著効5例(42%),有 効5例(42%),無 効2例

(17%)で あ り全体 としての有効率 は83%で あった。

副 作 用

投与に伴 う自・他覚的 な副作用 とともに,造血機能,肝・

腎機能 を中心 に本 剤投与 の影響をみた(Table 1,Table 2)・

20例 中17例 において本剤投与前後での末梢血液検査,肝,
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腎機能検査 を施行 し得た。症状,所 見上,症 例3,症 例4に

軽度の上腹部痛,軟 便が認め られ た(副 作用 出現率11%)。

症例3で は本剤投与2日 目よ り上腹部痛,軟 便 を認めた

が,いずれも軽 度であ り継続投与可能,症 例4で は投与3

韻 に上腹部痛が出現,400mg/日 か ら200mg/に 本剤

を減量することによ り消失 した。検査所見上(Table 2),

症例20に 赤 血 球数 の低下を認 めたが,他 の抗生剤 も併

用したため本剤によるもの とは断定で きない。 その他,

肝.腎 機能検査所 見上本剤によると考え られ る検査値の

変動は皆無であった。本剤投与前既 に肝機能異常が存在

した症例が2例(症 例12,20),BUN,ク レアチニン高値

例が2例(症 例11,18)あ ったが,い ずれ も本剤投与によ

る増悪は認め られていない。 また何 らかの基礎疾患を有

する症例が20例 中9例 あったが,本 剤の投与 はこれ ら基

礎疾患に対 して も何 ら悪 影響 をお よぼすこ とはなかった。

考 案

AM-715を 内科領域 での尿路お よび呼吸器感染症例20

例に投与し,効 果判定の対象 とな った12例 中10例 に有効

性を認め,有 効率83%で あった。勿論,薬 剤 の効果を判

定する場合,対 象症例の年齢,基 礎疾 患や重症度な どの

背景因子,投 与量や投与回数,期 間がすべて同一 でな く

ては,同 レベルでの厳密な効果判定はできにくい と考え

られ,と くに内服製剤の場合,外 来通院治療可能な症例 に

投与 されることが多いため注射用製剤 に比 して対象 とな

る疾患が比較的軽症なもの に限 られ る結果,高 い有効率

を示す とも考 えられる。今回の検討 では,尿 路感染症例

において100%の 有効率 を示 したが,こ れ も1つ の要因

として,内 科領域で経験する尿路感染症例 では単純性 の

ものが殆 んどであることが挙げ られ る。 われわれの成績

で,最 少300mg/日 の投与で効果が得 られ たことは,本

剤の抗菌力の強いこ とを示唆す る。今 回われわれが経験

した感染症例中には,緑 膿菌 を原因菌 とす るものはな く,

本剤 の特長で もある抗緑膿菌作用を検討する ことはなか

つた。

副作用に関 して,自 覚的 に軽 度の上腹部痛,軟 便が2

例 に認め られた以外,検 査所見上において も本剤投与に

よる と断定 され る検査値の変動は皆無であ り,本 剤投与

前 に既 に肝機能障害を有 していた2例,あ るいは腎機能

障害 を示 した2例 への投与 においてもこれ らの増悪はみ

られず,ま た20例 中9例 に認め られた基礎疾 患に対 して

も特 に影響をおよぼすこ とはな く安全性の高 い薬剤 と考

え られた
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CLINICAL EVALUATION OF AM- 715

SOICHIRO UEDA, TOSHIHIRO GOTO, YOSHIHIRO TAKISHITA, YUICIICO YOSHIMOTO,
YOKO KAMEOKA, SEIB MUTSUURA and EIRO TSUBURA

The Third Department of Internal Medicine, Tokushima University,
School of Medicine Tokushima, Japan

Clinical effectiveness of AM- 715, a new quinolinecarboxylic acid derivative, was studied in 20 cases of adult

infections. These infections consisted of 14 cases of acute urinary tract infection and 6 cases of acute or chronic respi.

ratory tract infection. AM- 715 was given to the patients 200•`400 mg/ day orally (mostly 300•`400 mg/ day). Clinical

effectiveness was evaluated after the administration for about 7 days. The cumulative efficacy including clinical effect

and bacteriological effect was evaluated in 10 out of 12 cases (83 %). Excellent result was obtained in 5, good in 5, and

poor in 2 cases. Side effects such as epigastralgia and soft stool were noted in 2 cases. However, there was no serious

adverse reaction in our study. It is concluded that AM- 715 might be effective in rather mild cases of respiratory or

urinary tract infections.


